
工事名

工事場所

図面名

縮尺 図面番号

事業年度

京都市建設局土木管理部橋りょう健全推進課

(注意事項)

1. 本図面は、点検調書および現地計測による寸法を記載したものであり、

   工事にあたっては、当該部材寸法を再度現地計測(現地照査)すること。
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橋梁塗装工 A=31.8m2, モルタル充填工 V=1.1m3,
工事延長 L=4.6m

工
事
起
点

工
事
終
点

モルタル充填工
主桁(桁端部)

モルタル充填工
主桁(桁端部)

橋梁塗装工(Rc-Ⅱ)　
主桁(一般部)

橋梁諸元

適用示方書

設計荷重

橋　　長

桁　　長

全 幅 員

有効幅員

下部工形式

基礎形式

竣工年月

橋梁形式 鋼単純H形鋼橋(不明)

大正15年道路構造に関する細則案

不明

4.600 m

4.530 m

7.700 m

6.550 m

不明

不明

1933年(昭和8年)

本工事施工箇所

大津畑橋　補修一般図

断　面　図 S=1:30
側　面　図 S=1:40

平　面　図 S=1:40

桁下面 橋面

大津畑橋　補修一般図

図　示

令和8年度

コンクリート構造物取壊し N=1式, 

主桁(G1桁端部)

コンクリート構造物取壊し

主桁(G9桁端部)

京都市山科区御陵大津畑町他地内

大津畑橋他2橋補修工事

ガス管 NTT

コンクリート構造物取壊し

コンクリート構造物取壊し

コンクリート構造物取壊し

コンクリート構造物取壊しコンクリート構造物取壊し
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工事名

工事場所

図面名

縮尺 図面番号

事業年度

京都市建設局土木管理部橋りょう健全推進課

大津畑橋　補修詳細図(1)

図　示

令和8年度
(注意事項)

1. 本図面は、点検調書および現地計測による寸法を記載したものであり、

   工事にあたっては、当該部材寸法を再度現地計測すること。

橋長 4600
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30 橋長 4530 40
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350 340
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※塗替え対象外
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Gr基礎

Gr基礎

300

300

橋梁塗装工

塗装塗替工 数量集計表

塗装面積(m2)

2.8

剥離剤+2種ケレン（m2）

主　桁 29.2

備　考

桁端部

一般部

合　計 31.8

320 180 300200

320 180 300200

A1 A2

上フランジ

ウェブ

下フランジ

3260

橋長 4530

桁端部 500 桁端部 500一般部 3530

30 240

740530

3260

30 240

740530

A1 A2

上フランジ

ウェブ

下フランジ

1
30

1
30

橋長 4530

桁端部 500 桁端部 500一般部 3530

橋長 4530

桁端部 500 桁端部 500一般部 3530

橋長 4530

桁端部 500 桁端部 500一般部 3530

1
30

1
30

素地調整(塗膜剥離剤+2種)

下塗　弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料

(0.20kg/m2)

下塗　弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料

(0.20kg/m2)

中塗　弱溶剤形ふっ素樹脂塗料(0.14kg/m2)

上塗　弱溶剤形ふっ素樹脂塗料(0.12kg/m2)

鋼板

下塗　有機ジンクリッチペイント

(0.60kg/m2)

Rc-Ⅱ塗装系

鋼道路橋防食便覧 P.II-119

素地調整

下塗り

中塗り

上塗り

1

2

3

4

5

6

使用量(kg/m2)

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用上塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

有機ジンクリッチペイント
0.60kg/m2

0.20kg/m2 

0.20kg/m2 

0.14kg/m2

0.12kg/m2

下塗り

防食下地

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

Rc-Ⅱ塗装系（はけ、ローラー）

1日～10日

1日～10日

4時間以内

塗装間隔

1日～10日

1日～10日

塗装工程 仕　　　様

2種,動力工具

塗膜剥離剤塗布

130

2
95

15
1
3
.6

2
67
.8

1
3
.6

I-295x130x13.6x15

130

2
95

15

1
3
.6

2
67
.8

1
3
.6

I-295x130x13.6x15

上フランジ(下面)、ウェブ
下フランジ(上面)控除

< G1 > < G2～G9 >

塗装区分図

Rc-Ⅱ

※ 塗膜剥離剤の標準使用量は0.54kg/m2(ロス率0.07含む)を想定している。

※ 塗膜剥離剤は、水系塗膜剥離剤リペアソルブS（NETIS登録番号：CB-170013-VE）同等品以上とする。

2.塗装仕様は「鋼道路橋防食便覧 H26.3(日本道路協会)」に準じること。
3.塗膜に有害物質が含まれるため、塗膜剥離、素地調整施工時等は、塗膜が飛散しないように環境へ配慮した対応を行うこと。

1.塗膜剥離時には、湿式塗膜剥離剤工用シート工により養生を行うこと。

　

大津畑橋　補修詳細図(1)

平　面　図 S=1:30 主桁展開図 S=1:25

主桁断面図 S=1:10

塗装要領図及び塗装仕様

Gr基礎部(控除) S=1:10

G1、G9桁

Gr基礎部（控除）

-

：塗替え対象(桁端部)

：塗替え対象(一般部)

：塗替え対象外(モルタル充填工)

支承平面図 S=1:10
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橋長 4530
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橋長 4530
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支承 支承 支承 支承

京都市山科区御陵大津畑町他地内

大津畑橋他2橋補修工事

8.4

29.4

37.6

-

4.モルタル充填工の範囲は塗替え対象外であるが、塗膜剥離のみ塗替え対象とあわせて行うこととする。
5.支承は塗膜が残っていないため、塗替塗装の素地調整（2種ケレン）を行うものである。

※ 塗膜剥離剤の材料選定及び使用量は、事前に剥離試験を行いその結果を報告すること。

0.9

-

0.9

-

2種ケレン面積(m2)

-0.2 -0.2

支　承 A1,A2

（0.30kg/m2×2）
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(注意事項)

1. 本図面は、点検調書および現地計測による寸法を記載したものであり、

   工事にあたっては、当該部材寸法を再度現地計測すること。
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モルタル充填工

凡　例
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    D131     D13

    D13
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23
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モルタル充填工(1)

大津畑橋　補修詳細図(2) S=1:20

平　面　図 S=1:20 側　面　図 S=1:20

工事名

工事場所

図面名

縮尺 図面番号

事業年度

京都市建設局土木管理部橋りょう健全推進課

大津畑橋　補修詳細図(2)

S=1:20

令和8年度

5
0

5
0

G1桁巻立て詳細図
A-A断面
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25

無収縮モルタル

50 58
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44 16　　D13

5
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5

16　　D13

    D135

16　　D13

    D13

京都市山科区御陵大津畑町他地内

大津畑橋他2橋補修工事

2
75
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2
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5
0

(40) (130) (40)

(300)

(50)

(105)

部分詳細図(G5) S=1:10

(50)

工事名

工事場所

図面名

縮尺 図面番号

事業年度 令和8年度

京都市建設局土木管理部橋りょう健全推進課

(注意事項)

1. 本図面は、点検調書および現地計測による寸法を記載したものであり、

   工事にあたっては、当該部材寸法を再度現地計測すること。
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※(　　)は橋軸直角方向の寸法を示す。
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G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9

1.200% 1.200%

1450 4200 900

ポストコーン

2
45

2
75

300 300

コンクリート構図物取壊しコンクリート構造物取壊し

405 440

405445

G1

G2

G3

G4

G5

G6

G7

G8

G9

残置

残置

コンクリート構図物取壊し

大津畑橋　補修詳細図(3)

図　示

CL

606 6623 556

7785

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9

202 202 131 253 212 253 131 107

202 415 202

819

223 404 223 243 364 243 233 415 233 202 445 202

521 849 849 849 880 849 864 870 435

7785

107 131 127 127 131 117 117 131 131 253 227 253 131 86
50.5

86 131 253 233 253 131 167 152
40.5 50.5 50.540.550.550.550.550.550.550.550.5

5
0

1
75

5
05
0

2
75

種別 径

250

長　さ

鉄筋表(モルタル充填工)

D13 64

本　数

0.995

単位質量

0.25

1本当り質量

16

質　量 摘　　要

1

2

3

240D13 64 0.995 0.24 15

460D13 4 0.995 0.46 2

(SD345) 鉄筋質量合計 D13 102 kg

合計 102 kg

4

5

680D13 4 0.995 0.68 3

180D13 96 0.995 0.18 17

6

7

540D13 8 0.995 0.54 4

470D13 8 0.995 0.47 4

8

9

840D13 8 0.995 0.84 7

470D13 8 0.995 0.47 4

10 510D13 8 0.995 0.51 4

102 kg

11 490D13 8 0.995 0.49 4

12

13

850D13 8 0.995 0.85 7

14

430D13 8 0.995 0.43 3

15

860D13 8 0.995 0.86 7

380D13 8 0.995 0.38 3

    D13    D13    D13    D13    D13    D13     D13    D13    D13    D13    D13    D13    D13    D13 61514513125111095876

モルタル充填工(2)

大津畑橋　補修詳細図(3)

断　面　図 S=1:20

鉄筋加工図 S=1:10

平　面　図

コンクリート構造物取壊し（ガードレール基礎）

S=1:40

断　面　図 S=1:40

桁端部 中間部

16 260D13 6 0.995 0.26 2

19

61

9
7

19

61

R39

16 6 - D13 x 260
京都市山科区御陵大津畑町他地内

大津畑橋他2橋補修工事

モルタル充填工

無収縮モルタル(m2) 備　考

A1 2.97 0.57

A2 3.10 0.57

型枠(m2)

1.1m3当たり
コンクリート構造物取壊し

備　考

G1桁

A1(m3)

１橋当たり

G2桁

A2(m3)

0.03

合計(m3)

0.04

0.03 0.03

0.07

0.06

合計 0.13
合計 6.07 1.14

鉄筋（kg）

102

※無収縮モルタルは「デンカプレタスコンtype1」同等品以上とする

コンクリート構図物取壊し

コンクリート構図物取壊し

コンクリート構図物取壊し
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工事名

工事場所

図面名

縮尺 図面番号

事業年度

京都市建設局土木管理部橋りょう健全推進課

φ200 φ150
φ180

φ90×5条 φ200

2
45

5
00

8
65

600 6550 550

吊り足場設置範囲

CL

1
37

2
303
67

1.200% 1.200%

1450 4200 900

板張防護

建地
@1800

はなどめ

ころばし
@900

おやご足場板足場チェーン
@1800

安全ネットシート張防護

養生シート(塗膜除去時)

1500

1
3
00

9
50
以
下

7700 1500

やらず
@3600

シート張防護

吊りチェーン

養生シート(塗膜除去時)

大津畑橋　吊足場工図 ＜参考図＞

断面図

大津畑橋　吊足場工図 ＜参考図＞

図　示

5
50

6
5
50

6
00

7
7
00

30 桁長　4530 40

吊り足場設置範囲　L=4600

A1 A2

側面図

81°

30
′

吊り足場設置範囲　L=4600

30 桁長　4530 40

平面図

A1 A2

吊り足場

1
5
00

1
5
00

2
45

1
3
00

吊り足場

5
00

S=1:30S=1:40

S=1:40

足場の種類 単 位

タイプ A1

数 量

35.4

備 考

床面シート張防護

剥離剤養生シート(塗膜除去時) m 2
数量は橋面積Aとする。

（A=全幅員×橋長）

吊足場
m 2

数量は橋面積Aとする。

（A=全幅員×橋長）

35.4

補修用足場工数量表

数量は橋面積Aとする。

（A=全幅員×橋長）
35.4m 2タイプ B 板張防護

朝顔

シート張防護

1
5
80

令和8年度

京都市山科区御陵大津畑町他地内

大津畑橋他2橋補修工事

※　現場環境条件による補正　1.1　極小面積の場合の補正　1.3としている。

▽　HWL（施工時 5年最大）

9
5
0
以
下

※河川の占用範囲は桁下950mm以内である。

種　　　　別

負圧集塵装置

台

単位

1

数量 備　考工　　 種

真空掃除機

エアシャワー

1.施工時、現地確認の上、詳細寸法を決定すること。
2.塗膜に有害物質が含まれるため、塗膜剥離素地調整施工時等は、塗膜が飛散しないように環境へ配慮した対応を行うこと。
3.吊足場には、足場工朝顔(両側朝顔)板張工(両側朝顔)床版シート張防護が含まれている。
4.吊足場の供用期間は、1箇月を想定している。

負圧集塵装置(基本料)

台日 10負圧集塵装置(賃料)

枚 3負圧集塵装置用1次フィルター

1負圧集塵装置用2次フィルター

負圧集塵装置用HEPAフィルター

本負圧集塵装置用バンド(300φ)

台真空掃除機(基本料)

真空掃除機(賃料)

真空掃除機用1次フィルター

真空掃除機用2次フィルター

エアシャワー(基本料)

エアシャワー(賃料)

コンプレッサ

セキュリティ
ルーム

1

1

1

10

3

1

1

10

10

1

枚

-

台日

枚

枚

台

台日

台日

台

ばく露防止対策工数量表

種　　　　別

鉛等呼吸用
保護具等費用

台

単位

5

数量 備　考工　　 種

電動ファン付呼吸用保護具

台 5バッテリ－

個 60

使い捨て化学防護服

60

カバーグラス

着

60

60

個

個

安全費数量表

5～7m3/min

5～7m3/min

エアシャワー用1次フィルター 1枚

1-エアシャワー用HEPAフィルター

セキュリティールーム(基本料) 帯電シート式を想定

真空掃除機用HEPAフィルター 1枚

5人×3日×4着/日

5人×3日×4組/日

実日数：3日、作業人数5人/日

5.塗膜除去時は養生シートを設置し、塗膜除去後に撤去することで、剥離剤の滑りによる転倒防止、除去塗膜の飛散防止を図ること。

1-帯電シート

10台日セキュリティールーム(賃料) 帯電シート式を想定

※賃料は最少日数10日として算出した。

防護手袋 組

60

60

組 5人×3日×4組/日

呼吸用保護具用フィルター

フィルターガード

シューズカバー

5人×3日×4個/日

5人×3日×4個/日

5人×3日×4個/日

本負圧集塵装置用アルミダクト(300φx10m) 1

6.朝顔の高さについては、交差点部であることから視距を確保できる構造とすること。
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西谷線８号橋　一般図・補修詳細図

工 事 名

工事場所

図 面 名

京都市建設局 土木管理部 橋りょう健全推進課

側 面 図 S=1:25

事業年度

縮　　尺 図面番号図　示

A2 A1

A2 A1

山林山林

西谷川

300010 10

150 150

4
00

1
90
0

3000

1
50

3
05
0

1
50

3
35
0

床版下面 S=1:25

A2 A1

山林側

西谷川

2400

3
35
0

5
00

※　本工事における掘削は作業空間（桁下500mm）を確保するものである。

番号 防錆処理 幅(m)長さ(m) 深さ(m) 面積(m2) 体積(m3)

断面修復工（防錆処理有り）

有

有

有

有

有

有

有

2

4

5

6

1

10

3

8

7

11

9

0.1500.150 0.023 0.0007

合計（防錆処理有り）

0.6001.200 0.7200.030 0.0216

1.6751.200 2.0100.030 0.0603

断面修復工詳細図（参考図）

（防錆処理有り）

下地処理・プライマー

カッター目地 カッター目地

既設鉄筋

断面修復用ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

（コテ塗り）

下地処理・プライマー

カッター目地

断面修復用ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

（コテ塗り）

既設鉄筋防錆塗布処理

カッター目地

断面修復工特記事項

１．断面修復はつり深さは、現地のコンクリート劣化状況により決定すること。

２．断面修復面積は、コンクリートの劣化状況により決定するものとし現地にて確認すること。

３．断面修復の箇所のフェザーエッジを回避するため、コンクリートカッターで切れ目を入れること。

（防錆処理無し）

※鉄筋腐食によるコンクリート劣化でない場合

有

有

有

有 0.2500.200 0.0500.030 0.0015

0.5000.400 0.2000.030 0.0060

0.2000.150 0.0300.030 0.0009

0.3001.000 0.3000.030 0.0090

0.2000.300 0.0018

0.1000.500 0.0015

0.2500.250 0.0630.030 0.0019

有12 0.1500.150 0.0230.030 0.0007

0.1000.300 0.0300.030 0.0009

0.060

0.050

京都市山科区御陵大津畑町他地内

令和8年度

西谷線8号橋　一般図　補修詳細図

大津畑橋他2橋補修工事

断面修復工　N=1構造物　水切り設置　L=4.8m

水切り設置　L=2.4m

水切り設置　L=2.4m

(注意事項)

1. 本図面は、点検調書および現地計測による寸法を記載したものであり、

   工事にあたっては、当該部材寸法を再度現地計測すること。

2

4

5

6

1 3

7

10

11

9

12

8

13

14

16
17

18

19

20

21

2223

15

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

有

有

有

有

有

有

有

0.1000.100 0.010 0.0003

0.1000.100 0.0100.030 0.0003

0.1500.200 0.0300.030 0.0009

有

有

有

有 0.1500.200 0.0300.030 0.0009

0.4000.650 0.2600.030 0.0078

0.1000.100 0.0100.030 0.0003

0.1000.100 0.0100.030 0.0003

0.4000.500 0.0060

0.1000.100 0.0003

0.1000.100 0.0100.030 0.0003

0.1254

0.2000.200 0.0400.030 0.0012

0.200

0.010

0.030

0.030

0.030

0.030

0.030

0.030

2400

2400

下流側（川側）

A2 A1

300010 10

150 150

4
00

1
90
0

5
00

2400

上流側（山林側）

作業土工（参考数量）

上流側 (m2)

掘削 0.62 0.55 1.96

下流側 (m2) 土量（m3） 備 考

断面積はCAD計測 V=（0.62+0.55）/2×3.350

 1. 水切り材は、表面を清掃して設置すること。

    当該水切り材は、ポリウレタン樹脂の可視性剥落防止工のうえに

    接着できる試験が過去に実施されており、接着性に問題がない。

    他の製品・工法に変更する場合は、接着確認試験等を実施すること。

水切り設置詳細図 

2
0

25
接着剤塗布

水切り材

軟質PVC
(ウォ－タ－カッター同等品以上)

水切り設置特記事項

 2. 水切り材設置位置は、現状を確認し出来るだけ外側に設置すること。

(NETIS番号：KK-180012-VE)

仮設工　N=1式

工
事
起
点

工事延長　L=3.02m工
事
終
点

工
事
起
点

工事延長　L=3.02m工
事
終
点

工
事
起
点

工事延長　L=3.02m工
事
終
点

平 面 図 S=1:25

（橋面）
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S=1:25断 面 図
A1橋台

4450

2
95
0

A2橋台

4450

2
70
0

普通河川 鴨瀬谷川

普通河川 鴨瀬谷川

洗堀部保護工

コンクリート(m3)
備　考

A1 2.94 0.6

A2 2.74 0.61

八丁線3号橋　一般図　補修詳細図

平 面 図 S=1:25

側 面 図 S=1:25

本工事施工箇所

橋　　長

幅    員

設計活荷重

上部工形式

下部工形式

基礎工形式

3.05m

4.45m

　-

　-

RC 中実床板

　-

昭和24年（1949年)

適用示方書 昭和14年

竣 工 年

一般市道　八丁線路 線 名

普通河川　鴨瀬谷川交差物件

橋梁諸元

八丁線3号橋（3号橋）橋 梁 名

A2 A1

400

5
00

2
70
0

1600400

2
50

300 3050 300

2
00

2
00

4
05
0

4
45
0

300 3050 300

工事延長　L=3.65m
工
事
終
点

工
事
起
点

6
00

仮設図（参考図）
S=1:25

A2 A1

土
の

う
積

み
工

　
側

面
並

べ
　

L
=6

.5
m

土
の

う
積

み
工

　
側

面
並

べ
 0

.7
m

土
の

う
積

み
工

　
側

面
並

べ
　

1.
1m

作業土工（参考数量）

※土のう積は側面並べ（H=0.5m）とし、詰め土は購入土(山土、表土、最大粒100～150mm)としている。

※A1(A２)施工後、橋台と平行している土のう積みはそのまま使用する計画としている。

土のう積工（参考数量）

延長(m) 小計(m) 備　考

A1 6.5 6.5

A2 0.7 1.1 1.8

H=0.5m 

8.3m×0.5m=4.15m2合計 8.3

H=0.5m 

A1 (m3)

床掘り 0.935 0.830 1.77

埋戻し 0.668 0.593 1.26

洗堀部保護工

床掘り・埋戻し

A2A1

200

洗堀部保護工

273

洗堀部保護工
（コンクリート　18-8-40BB）

6
0
0

3
0
0

3
0
0

500

（コンクリート　18-8-40BB）

（コンクリート　18-8-40BB）

型枠(m2)

6
00

3950

A2 (m3) 合計 (m3)

工 事 名

工事場所

図 面 名

京都市建設局 土木管理部 橋りょう健全推進課

事業年度

縮　　尺 図面番号図　示

令和8年度

八丁線3号橋　一般図　補修詳細図

大津畑橋他2橋補修工事

洗堀部保護工

（コンクリート　18-8-40BB）

１箇所当たり

京都市山科区御陵大津畑町他地内

200

1
5
0

205

洗堀部保護工　N=2箇所、仮設工N=1式

工事延長　L=3.65m
工
事
起
点

工
事
終
点

洗堀部保護工　N=2箇所、仮設工N=1式

200

1
5
0

（橋面）

（18－8－40BB）

（河床）
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